
あ
り
、
ま
た
、
養
魚
池
な
ど
で
は
魚
を
と
っ
た
後
、
ま
た
す
ぐ
に
水
を
溜

め
て
し
ま
う
池
も
あ
っ
て
水
生
植
物
は
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

池
全
体
と
し
て
見
た
と
き
水
生
植
物
の
豊
富
な
溜
池
は
黒
田
の
古
池
や
長

川
の
綿
打
池
で
あ
っ
た
。
前
者
で
は
ジ
ュ
ン
サ
イ
、
ヒ
ツ
ジ
グ
サ
、
ノ
タ

ヌ
キ
モ
、
イ
ヌ
タ
ヌ
キ
モ
、
ヒ
シ
、
ハ
ス
、
ヨ
シ
、
マ
コ
モ
な
ど
、
後
者

で
は
ガ
ガ
ブ
タ
、
ヒ
ツ
ジ
グ
サ
、
ヒ
シ
、
マ
コ
モ
、
エ
ゾ
ミ
ソ
ハ
ギ
な
ど

が
池
一
面
に
生
育
し
て
い
る
。

町
内
で
見
ら
れ
た
保
護
す
べ
き
重
要
な
水
生
植
物
を
表
１
―
５
に
あ
げ

た
。
オ
オ
バ
シ
ナ
ミ
ズ
ニ
ラ
、
ミ
カ
ワ
タ
ヌ
キ
モ
、
ヤ
ナ
ギ
ス
ブ
タ
な
ど

は
福
岡
県
と
し
て
の
最
重
要
保
護
植
物
で
あ
り
、
オ
ニ
バ
ス
、
ガ
ガ
ブ

タ
、
カ
ワ
ヂ
シ
ャ
な
ど
も
環
境
省
の
指
定
し
た
絶
滅
危
惧
種
で
あ
る
。
オ

ニ
バ
ス
は
唯
一
、
箕
田
大
池
に
生
育
し
て
い
る
。
二
つ
に
分
か
れ
た
池
の

先
端
部
に
群
落
を
形
成
し
て
お
り
、
カ
ワ
ヂ
シ
ャ
は
長
峡
川
の
上
流
域
に

見
ら
れ
る
。
ジ
ュ
ン
サ
イ
は
町
内
で
も
若
芽
を
食
用
に
採
取
し
て
い
た
と

い
わ
れ
、
ヒ
ツ
ジ
グ
サ
も
貴
重
な
存
在
で
あ
る
。

調
査
の
お
り
、
亀
田
池
の
土
手
に
タ
ヌ
キ
マ
メ
、
新
池
で
は
ミ
ソ
ナ
オ

シ
、
中
尾
池
で
は
ム
カ
ゴ
ニ
ン
ジ
ン
、
原
田
大
池
で
は
ス
ズ
メ
ウ
リ
と

い
っ
た
希
少
な
植
物
が
見
ら
れ
た
。
し
か
し
、
長
峡
川
水
系
で
は
ホ
テ
イ

ア
オ
イ
の
群
落
が
み
ら
れ
る
く
ら
い
で
特
筆
す
べ
き
植
物
は
存
在
し
な

い
。

六

保
護
上
重
要
な
植
物

保
護
上
重
要
な
植
物
と
し
て
一
七
種
を
あ
げ
た
。
そ
の
中
で
ノ
タ
ヌ
キ

モ
、
オ
ニ
バ
ス
、
ミ
ズ
オ
オ
バ
コ
、
ホ
ソ
バ
オ
グ
ル
マ
は
福
岡
県
絶
滅
危

惧
Ⅰ
Ｂ
類
、
ガ
ガ
ブ
タ
、
キ
キ
ョ
ウ
、
ヒ
メ
ヒ
ゴ
タ
イ
、
キ
セ
ワ
タ
は
絶

滅
危
惧
Ⅱ
類
、
カ
ワ
ヂ
シ
ャ
は
準
絶
滅
危
惧
、
キ
ツ
ネ
ノ
カ
ミ
ソ
リ
は
情

報
不
足
種
で
あ
る
。

ジ
ュ
ン
サ
イ

（
ス
イ
レ
ン
科
）

き
れ
い
な
水
に
生
え
る
多
年
生
の
浮
葉
植
物
で
黒
田

の
古
池
な
ど
三
つ
の
溜
池
に
あ
る
。
葉
身
は
切
れ
込

み
の
な
い
楕
円
形
で
葉
柄
は
楯
状
に
つ
き
葉
の
裏
面
は
赤
紫
色
。
若
芽
や

葉
柄
な
ど
に
透
明
な
粘
液
質
の
分
泌
物
が
あ
り
、
摘
み
取
っ
て
食
用
に
さ

れ
る
。
古
池
で
は
昔
、
舟
を
浮
か
べ
て
採
っ
て
い
た
と
聞
く
。
花
は
六
〜

写真１―１８ ジュンサイ

写真１―１９ ガガブタ

第２章 生 物

45



八
月
に
咲
く
が
小
さ
く
て
目
立
た
な
い
。
水
質
の
悪
化
で
減
少
し
て
い

る
。ガ

ガ
ブ
タ

（
ミ
ツ
ガ
シ
ワ
科
）

山
間
部
の
溜
池
に
ま
れ
に
生
育
す
る
多
年
生
の
浮

葉
植
物
。
細
く
て
長
い
茎
が
あ
り
、
先
の
方
に
葉

を
つ
け
る
。
葉
は
ふ
つ
う
長
さ
七
〜
一
五
�
の
心
形
。
花
期
は
七
〜
九

月
。
花
は
葉
柄
の
基
部
に
多
数
集
ま
っ
て
つ
き
、
一
日
に
ほ
ぼ
一
個
の
割

合
で
開
花
す
る
。
花
は
径
約
一
五
	
、
車
形
に
五
深
裂
し
、
白
色
で
裂
片

の
縁
と
内
面
と
に
長
い
毛
が
あ
る
（
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
・
福
岡
県
）。

ノ
タ
ヌ
キ
モ

（
タ
ヌ
キ
モ
科
）

山
間
部
の
溜
池
に
ま
れ
な
食
虫
植
物
で
水
面
近
く
に

浮
遊
し
て
い
る
。
町
内
で
は
黒
田
の
二
又
池
な
ど
四

つ
の
池
に
生
育
し
て
い
る
。
茎
は
分
枝
し
て
一
・
五
㍍
に
達
し
、
葉
は
糸

状
で
基
部
で
三
つ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
更
に
立
体
的
に
分
か
れ
る
。

葉
の
全
体
の
長
さ
は
三
〜
五
�
で
多
数
の
捕
虫
嚢
を
つ
け
て
い
る
。
花
期

は
九
〜
十
月
で
長
さ
五
�
あ
ま
り
の
花
茎
上
に
数
個
の
黄
色
の
花
を
つ
け

る
（
絶
滅
危
惧
Ⅰ
Ｂ
類
・
福
岡
県
）。

ミ
ズ
ワ
ラ
ビ

（
ホ
ウ
ラ
イ
シ
ダ
科
）

水
田
の
中
や
湿
地
に
生
え
る
一
年
生
の
珍
し
い

シ
ダ
植
物
で
直
立
又
は
斜
上
し
て
い
る
。
ふ
つ

う
高
さ
は
五
〜
一
五
�
で
あ
る
が
三
〇
�
に
達
す
る
も
の
も
あ
る
。
葉
に

は
栄
養
葉
と
胞
子
葉
と
が
あ
る
が
、
ど
ち
ら
も
羽
状
複
葉
で
細
か
く
切
れ

込
み
、
サ
ン
ゴ
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
。
体
は
う
す
い
緑
色
。
上
野
や

松
田
の
水
田
や
水
の
溜
ま
っ
た
休
耕
田
に
見
ら
れ
た
。

カ
ワ
ヂ
シ
ャ

（
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
）

山
間
部
や
山
麓
部
の
水
田
の
側
溝
や
小
川
の
水

辺
な
ど
に
生
え
る
越
年
草
。
長
峡
川
そ
の
他
の

水
の
き
れ
い
な
上
流
部
に
見
ら
れ
る
。
茎
は
直
立
し
て
高
さ
二
〇
〜
五
〇

写真１―２０ ノタヌキモ

写真１―２１ ミズワラビ

写真１―２２ カワヂシャ
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�
で
柔
ら
か
く
中
空
。
葉
は
ま
ば
ら
に
対
生
に
つ
き
基
部
で
茎
を
抱
き
縁

に
は
あ
ら
い
ぎ
さ
ぎ
さ
が
あ
る
。
花
期
は
四
〜
五
月
で
葉
腋
か
ら
細
く
て

長
い
花
序
を
出
し
、
小
さ
な
花
を
多
数
つ
け
る
。
若
い
う
ち
は
食
べ
ら
れ

る
（
準
絶
滅
危
惧
・
福
岡
県
）。

ヒ
ツ
ジ
グ
サ

（
ス
イ
レ
ン
科
）

山
間
部
の
溜
池
に
ご
く
ま
れ
に
生
育
す
る
多
年
生
の

浮
葉
植
物
。
沈
水
葉
と
浮
葉
が
あ
り
、
浮
葉
は
卵
形

な
い
し
楕
円
形
で
、
基
部
は
深
く
切
れ
込
み
側
裂
片
の
多
く
は
左
右
に
離

れ
て
広
が
り
、
長
さ
は
八
〜
一
五
�
、
裏
面
は
紫
色
。
花
期
は
六
〜
一
〇

月
で
花
の
径
は
五
〜
七
�
、
花
弁
は
白
色
。
午
後
に
な
っ
て
開
花
す
る
の

で
「
未
草
」
の
名
が
あ
る
。
池
田
地
区
な
ど
二
つ
の
溜
池
で
確
認
さ
れ

た
。

オ
ニ
バ
ス

（
ス
イ
レ
ン
科
）

箕
田
の
大
池
の
二
か
所
に
群
落
が
あ
る
。
し
か
し
、

東
側
で
は
池
に
樹
木
が
差
し
出
し
生
育
を
妨
げ
て
い

る
。
一
年
生
の
大
形
の
浮
葉
植
物
で
、
葉
は
径
一
㍍
に
も
達
し
、
表
面
に

は
突
起
状
の
し
わ
が
あ
り
、
裏
面
は
紫
色
で
葉
脈
が
格
子
状
に
ひ
ど
く
隆

起
し
て
い
る
。
両
面
と
も
脈
上
に
す
る
ど
い
刺
が
あ
る
。
花
に
は
水
面
で

開
く
開
放
花
と
水
中
で
結
実
す
る
閉
鎖
花
が
あ
る
。
開
放
花
の
花
弁
は
紫

色
（
絶
滅
危
惧
Ⅰ
Ｂ
類
・
福
岡
県
）。

ミ
ズ
オ
オ
バ
コ

（
ト
チ
カ
ガ
ミ
科
）

長
迫
池
に
生
育
す
る
沈
水
性
の
水
草
。
一
年
生
で

あ
る
た
め
に
年
に
よ
り
増
減
が
あ
る
。
葉
は
オ
オ

バ
コ
形
で
大
き
く
長
さ
三
〇
�
、
幅
一
五
�
以
上
に
も
な
る
。
葉
は
薄

く
、
し
か
も
硬
い
た
め
破
れ
や
す
い
。
花
期
は
八
〜
十
月
、
花
は
水
上
に

咲
く
た
め
花
茎
は
水
深
に
よ
り
一
㍍
を
超
え
る
も
の
が
あ
る
。
花
弁
は
円

形
の
三
個
か
ら
な
り
非
常
に
薄
く
、
白
色
か
ご
く
淡
い
紅
色
で
あ
る
（
絶

滅
危
惧
Ⅰ
Ｂ
類
・
福
岡
県
）。

タ
ム
シ
バ

（
モ
ク
レ
ン
科
）

コ
ブ
シ
に
よ
く
似
た
高
さ
数
㍍
の
落
葉
樹
、
葉
は
コ

ブ
シ
よ
り
細
長
で
裏
面
が
白
い
。
枝
や
葉
に
芳
香
が

あ
る
。
花
期
は
三
月
下
旬
で
花
は
三
枚
の
小
さ
な
萼
と
六
枚
の
白
色
の
花

弁
か
ら
な
る
。
も
と
も
と
や
や
気
温
の
低
い
北
方
に
多
い
植
物
で
あ
る

が
、
県
内
で
は
添
田
町
や
川
崎
町
な
ど
の
低
山
地
に
も
多
く
見
ら
れ
、
本

町
で
は
障
子
ヶ
岳
や
仲
哀
山
地
を
は
じ
め
、
特
に
図
師
の
山
地
に
多
い
。

ミ
ヤ
マ
シ
キ
ミ

（
ミ
カ
ン
科
）

本
町
に
あ
る
ミ
ヤ
マ
シ
キ
ミ
の
仲
間
の
大
半
は
茎
の

下
部
が
地
面
を
這
っ
た
あ
と
斜
上
し
て
高
さ
三
〇
〜

写真１―２４ オニバス

写真１―２５ ミズオオバコ
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六
〇
�
に
な
る
ツ
ル
ミ
ヤ
マ
シ
キ
ミ
（
別
名
ツ
ル
シ
キ
ミ
）
で
あ
る
が
、

仲
哀
山
地
に
は
茎
は
地
面
を
は
わ
ず
高
さ
約
一
㍍
に
な
る
ミ
ヤ
マ
シ
キ
ミ

が
生
育
し
て
い
る
。
常
緑
樹
で
葉
は
厚
く
光
沢
が
あ
る
。
四
〜
五
月
に
枝

先
に
三
角
形
の
花
序
を
つ
け
、
花
弁
は
四
枚
で
白
色
、
果
実
は
赤
く
熟

す
。キ

キ
ョ
ウ

（
キ
キ
ョ
ウ
科
）

山
地
草
原
に
生
え
る
多
年
草
。
障
子
ヶ
岳
の
山
頂
部

に
は
多
数
生
育
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
が
、
現
在
は

数
株
が
残
る
だ
け
に
な
っ
て
い
る
。
人
が
株
ご
と
採
取
し
た
こ
と
や
ス
ス

キ
や
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
な
ど
の
背
丈
の
高
い
植
物
が
茂
り
す
ぎ
た

の
が
減
少
の
要
因
と
思
わ
れ
る
。
秋
の
七
草
の
一
種
で
、
花
期
は
七
〜
八

月
。
花
は
茎
の
上
部
に
数
個
つ
き
、
径
三
〜
四
�
で
青
紫
色
（
絶
滅
危
惧

Ⅱ
類
・
福
岡
県
）。

ス
ズ
メ
ウ
リ

（
ウ
リ
科
）

湿
気
の
多
い
林
縁
や
水
辺
な
ど
に
生
え
る
一
年
生
の
つ

る
植
物
で
原
田
中
池
の
土
手
に
エ
ゾ
ミ
ソ
ハ
ギ
な
ど
と

と
も
に
生
え
て
い
た
。
つ
る
は
細
く
他
の
草
や
樹
木
に
か
ら
ま
っ
て
伸
び

る
。
花
は
小
さ
く
白
色
で
径
約
六
	
。
果
実
は
卵
形
又
は
球
形
で
長
い
柄

に
ぶ
ら
下
が
り
、
は
じ
め
緑
色
で
あ
る
が
熟
す
と
白
色
に
な
る
。
長
峡
川

な
ど
に
は
こ
れ
に
よ
く
似
た
ゴ
キ
ヅ
ル
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

ホ
ソ
バ
オ
グ
ル
マ

（
キ
ク
科
）

日
当
た
り
よ
く
や
や
湿
気
の
あ
る
場
所
に
生
え
る

多
年
生
の
草
本
。
茎
は
高
さ
四
〇
〜
六
〇
�
、
細

く
て
丈
夫
。
葉
は
幅
の
狭
い
披
針
形
で
表
面
は
ざ
ら
ざ
ら
し
て
お
り
、
基

部
は
な
か
ば
茎
を
抱
く
。
花
期
は
八
月
上
旬
で
、
花
時
に
は
根
出
葉
や
茎

の
下
部
の
葉
は
枯
れ
て
い
る
。
茎
の
上
部
で
分
枝
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
先
に

頭
花
を
つ
け
る
。
花
は
黄
色
で
径
一
・
八
〜
二
・
五
�
、
舌
状
花
は
一
列

写真１―２６ タムシバ

写真１―２７ ミヤマシキミ

写真１―２８ キキョウ

写真１―２９ スズメウリ
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で
花
弁
は
細
く
て
長
い
。
宇
田
川
の
流
域
に
生
育
す
る
（
絶
滅
危
惧
Ⅰ
Ｂ

類
・
福
岡
県
）。

キ
ツ
ネ
ノ
カ
ミ
ソ
リ

（
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
科
）

林
下
に
極
め
て
ま
れ
な
多
年
草
。
山
地
で
見
か

け
る
こ
の
仲
間
の
多
く
は
オ
オ
キ
ツ
ネ
ノ
カ
ミ

ソ
リ
で
あ
る
。
葉
の
幅
は
一
�
以
下
で
狭
く
、
早
春
に
伸
び
出
し
、
五
月

下
旬
に
枯
れ
る
。
花
期
は
八
〜
九
月
で
花
茎
は
三
〇
〜
五
〇
�
、
三
〜
五

個
の
花
が
つ
く
。
花
披
片
は
褐
色
で
六
本
の
お
し
べ
は
オ
オ
キ
ツ
ネ
ノ
カ

ミ
ソ
リ
と
違
い
、
花
披
片
よ
り
長
く
外
に
突
き
出
す
こ
と
は
な
い
（
情
報

不
足
・
福
岡
県
）。

ヒ
メ
ヒ
ゴ
タ
イ

（
キ
ク
科
）

日
当
た
り
の
よ
い
山
地
草
原
に
生
え
る
越
年
草
で
他

の
草
が
あ
ま
り
茂
っ
て
い
な
い
所
を
好
む
。
町
内
で

は
平
尾
台
の
鉱
山
一
帯
に
見
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
茎
は
直
立
し
て
五
〇

〜
一
五
〇
�
、
上
部
で
分
枝
し
て
多
数
の
頭
花
を
つ
け
る
。
花
期
は
八
〜

十
月
、
頭
花
は
明
る
い
紫
紅
色
で
多
数
の
小
花
の
集
合
体
。
総
苞
片
に
も

紫
紅
色
の
付
属
体
が
あ
る
の
で
蕾
の
う
ち
か
ら
美
し
い
（
絶
滅
危
惧
Ⅱ

類
・
福
岡
県
）。

キ
セ
ワ
タ

（
シ
ソ
科
）

山
地
草
原
や
林
縁
部
に
ま
れ
に
生
え
る
や
や
大
形
の
多
年

草
で
茎
は
四
角
形
、
直
立
し
て
高
さ
五
〇
〜
一
〇
〇
�
。

葉
は
対
生
し
、
狭
卵
形
で
鋸
歯
が
あ
り
、
表
面
は
ざ
ら
ざ
ら
し
て
い
る
。

花
期
は
八
〜
九
月
、
花
は
葉
腋
に
数
個
ず
つ
集
ま
っ
て
つ
き
、
紅
紫
色
で

オ
ド
リ
コ
ソ
ウ
に
似
て
い
る
。
花
冠
は
唇
形
で
外
面
に
は
白
毛
が
多
く
、

下
唇
の
中
央
裂
片
の
先
は
下
に
折
れ
曲
が
り
濃
紅
紫
色
（
絶
滅
危
惧
Ⅱ

類
・
福
岡
県
）。

写真１―３０ ホソバオグルマ

写真１―３１ キツネノカミソリ

写真１―３２ ヒメヒゴタイ

写真１―３３ キセワタ

第２章 生 物
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ミ
ツ
バ
ベ
ン
ケ
イ
ソ
ウ

（
ベ
ン
ケ
イ
ソ
ウ
科
）

イ
ワ
シ
デ
林
の
林
下
に
生
え
る
多
年
草
で
茎

の
高
さ
は
三
〇
〜
六
〇
�
、
多
く
は
斜
上
し

て
い
る
。
好
石
灰
地
植
物
で
生
育
は
石
灰
岩
地
に
限
ら
れ
て
い
る
。
葉
は

名
前
か
ら
す
る
と
三
輪
生
と
思
わ
れ
る
が
、
実
は
ほ
と
ん
ど
が
対
生
で
、

時
に
三
輪
や
四
輪
が
あ
る
。
花
は
九
〜
十
月
に
咲
き
淡
い
緑
白
色
（
絶
滅

危
惧
Ⅰ
Ｂ
類
・
福
岡
県
）。

ヒ
モ
ヅ
ル

（
ヒ
カ
ゲ
ノ
カ
ズ
ラ
科
）

勝
山
町
に
隣
接
す
る
行
橋
市
御
所
ヶ
谷
に
自

生
す
る
珍
し
い
常
緑
の
シ
ダ
植
物
。
福
岡
県

で
唯
一
、
日
本
の
最
大
の
群
生
地
で
約
五
㌃
に
わ
た
っ
て
分
布
し
て
い

る
。
茎
の
主
軸
は
つ
る
状
に
長
く
伸
び
、
は
じ
め
地
面
を
這
い
、
の
ち
に

立
ち
上
が
っ
て
コ
ナ
ラ
を
中
心
と
す
る
樹
木
に
よ
じ
の
ぼ
り
、
高
さ
は
七

㍍
に
達
す
る
も
の
が
あ
る
。
小
枝
は
分
枝
し
て
垂
れ
下
が
る
。
胞
子
の
う

穂
は
細
長
い
円
柱
状
で
径
約
三
	
、
長
さ
一
・
八
〜
四
�
、
小
枝
の
先
に

一
〜
三
個
上
向
き
に
つ
き
黄
緑
色
（
絶
滅
危
惧
Ⅰ
Ｂ
類
・
福
岡
県
）。

七

勝
山
町
の
大
木

町
内
の
か
つ
て
の
自
然
林
は
一
九
四
〇
年
代
か
ら
五
〇
年
代
に
か
け
て

伐
採
さ
れ
た
た
め
に
山
地
に
は
大
木
は
ほ
と
ん
ど
存
在
せ
ず
、
平
野
部
に

散
在
す
る
古
墳
や
神
社
の
森
に
多
少
残
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
全
国
的

な
傾
向
で
あ
る
が
、
本
町
で
も
昔
か
ら
大
切
に
守
ら
れ
て
き
た
鎮
守
の
森

の
一
部
又
は
全
部
が
近
年
伐
採
さ
れ
て
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
に
置
き

か
え
ら
れ
て
い
る
の
は
残
念
な
こ
と
で
、
お
そ
ら
く
か
な
り
の
数
の
大
木

が
伐
採
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

現
在
、
大
木
が
ま
と
ま
っ
て
存
在
す
る
個
所
は
箕
田
の
扇
八
幡
古
墳
や

御
手
水
の
大
祖
神
社
な
ど
で
、
前
者
で
は
ツ
ブ
ラ
ジ
イ
や
イ
チ
イ
ガ
シ
、

後
者
で
は
ク
ス
ノ
キ
や
ツ
ブ
ラ
ジ
イ
な
ど
が
見
ら
れ
る
。

ふ
つ
う
、
幹
の
地
上
一
三
〇
�
の
所
の
周
囲
が
三
㍍
以
上
の
も
の
を
巨

木
と
呼
び
、
五
㍍
以
上
の
も
の
は
特
に
巨
樹
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
。
町
内

の
巨
木
は
表
１
―
６
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
町
内
を
隈
な
く
調
査

し
た
と
は
言
い
難
く
、
他
に
何
本
か
の
巨
木
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

幹
の
周
囲
が
五
㍍
を
超
す
巨
樹
は
上
矢
山
の
ム
ク
ノ
キ
と
宮
原
の
ヤ
マ
ザ

ク
ラ
だ
け
で
あ
る
が
、
ほ
か
に
巨
木
に
該
当
す
る
樹
木
は
六
種
、
一
〇
本

が
発
見
さ
れ
た
。
ま
た
、
あ
ま
り
大
き
く
な
い
が
珍
し
い
樹
木
と
し
て
上

矢
山
の
ケ
ン
ポ
ナ
シ
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

写真１―３４ ミツバベンケイソウ

写真１―３５ ヒモヅル

第１編 自 然
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